




































































馬國華人的發展 : 民主、公平v.s. 種族與宗教角度的分析」は、マレーシア
のマハティール新政権発足1年の運営を振り返り、新政権のマレー人優遇
政策について実質的な変化が見られないことを主張した。愛知大学国際問
題研究所村上享二「八二三砲戦における金門地域からの民間人の避難　新
聞報道を中心とした一考察　」は、新聞報道から金門八・二三砲戦におけ
る民間人の避難について考察した。政治大学前田直樹「ケネディ政権の金
門政策」は、ケネディ政権の金門政策、金門島の位置づけの変容の過程を
分析した。金門大学陳慧菁「美中貿易戰下對東亞情勢的影響」は、アメリ
カの覇権・勢力均衡戦略における東アジア情勢の進展を報告した。愛知大
学大学院中国研究科博士課程院生林涛「从 “陆客” 金门行看旅游的本真性」
は、現地でのフィールドワークに基づいて、中国大陸観光客の金門観光か
らみる「観光の真正性」について発表した。
　大会は当日遅くまで続き、活発な議論が繰り広げられ、非常に有意義な
学術交流となった。大学間協定四大学合同国際シンポジウムは今後も継続
して進行していく予定である。『紀要』の紙幅の関係上、一部の論文しか
掲載できなかった。ここに謹んで今回の四大学合同国際シンポジウム論文
発表者に謝意とお詫びを申し上げる。(文責：黄英哲 )
